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方法と対象：間質性肺炎患者 20 例に対して，6 分間歩行試験で運動中の SpO2 が 90％以
上で維持できる患者をエントリーした．対象に酸素吸入 4L 下と圧縮空気 4L 下（プラ
セボ）の 2 条件下で定常負荷試験別の日で無作為な順番で実施した．定常負荷試験は
最高仕事量の 80％負荷量で実施し，パルスオキシメータにて SpO2 を測定し，運動持
続時間と呼吸困難と下肢疲労をボルグスケールで評価した．酸素吸入 4L 下と圧縮空
気 4L 下の 2 条件間で運動持続時間と呼吸困難と下肢疲労を比較した． 
結果：間質性肺炎患者 20 例の年齢は 67.2±9.5 歳，％VC は 87.0±19.7％，％DLco は
54.8±16.9％であった．酸素吸入 4L 下の運動持続時間は 462.6±206.3 秒で圧縮空気
4L 下の 392.0±206.3 秒より有意に増加した．呼吸困難の比較では酸素吸入 4L 下は 6.0
±2.6，圧縮空気 4L は 6.4±2.3 と差を認めなかった．下肢疲労の比較で酸素吸入 4L 下
は 7.7±1.6，圧縮空気 4L は 7.2±1.6 と差を認めなかった．  
結語：酸素吸入 4L 下は，運動中の低酸素血症を認めない間質性肺炎患者の運動耐容能
を改善させるが，症状は改善させない． 
 
 
 
 
 
 
 
